
コ
ロ
ナ
対
策
／
危
険
荷
役
の

拒
否
は
労
働
者
の
権
利

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

と
し
て
の
評
価
を

港
湾
部
会
議
長
・
書
記
局
は
、

職
場
で
適
切
な
コ
ロ
ナ
保
護
策

が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
加
盟
組

合
へ
の
支
援
と
連
帯
を
提
供
し

て
い
く
と
強
調
し
た
。同
時
に
、

コ
ロ
ナ
感
染
症
を
職
業
病
に
認

定
し
た
国
も
あ
る
が
、
港
湾
労

働
者
は
対
象
と
な
っ
て
い
な
い

と
抗
議
し
、
港
湾
労
働
者
が
経

済
や
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
に
不
可
欠
な
キ
ー
ワ

ー
カ
ー
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
容
認
で
き
な
い
と
報
告
し

た
。現

場
報
告
で
は
、
移
動
制
限

や
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
で
、
一
部
産

業
が
閉
鎖
さ
れ
た
が
、
港
湾
は

貨
物
の
輸
送
の
た
め
に
開
き
続

け
、
記
録
的
な
仕
事
量
の
増
加

と
人
員
減
少
と
重
な
り
、
労
働

者
に
多
大
な
圧
力
が
か
か
っ
て

い
る
と
告
発
さ
れ
、
多
く
の
港

湾
労
働
者
が
感
染
し
、
隔
離
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。
職
場
で
コ

ロ
ナ
対
策
の
原
則
を
徹
底
す
る

た
め
に
、
港
湾
労
働
者
と
そ
の

組
合
が
使
用
者
と
協
議
し
、
影

響
力
を
及
ぼ
す
こ
と
が
極
め
て

重
要
だ
と
強
調
さ
れ
た
。

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
頼
み
で
は

な
く
、
日
常
的
な
「
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
」
と
し
て
徹

底
し
た
防
護
措
置
が
必
要
で
、

国
際
的
な
措
置
へ
の
取
り
組
み

方
向
を
確
認
し
た
。

港
湾
部
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
作
成
し
、各
国
で
活
用
さ
れ
、

最
新
情
報
を
も
と
に
改
定
を
重

ね
て
お
り
、
港
湾
労
働
者
の
命

と
健
康
を
守
る
基
本
に
据
え
よ

う
と
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
。

現
場
か
ら
は
、
「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
拒
否
す
る
労
働
者
も
い

る
。
こ
れ
を
理
由
に
解
雇
事
件

も
あ
る（
オ
ラ
ン
ダ
）」と
か
、

「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
優
先
す
る
た

た
か
い
を
行
い
、
こ
れ
を
拒
否

す
る
の
は
労
働
者
の
選
択
権
と

確
認
し
た
（
ス
ペ
イ
ン
）
」
な

ど
、
様
々
な
現
場
の
運
動
が
報

告
さ
れ
意
見
交
換
し
た
。

雇
用
や
人
権
を
考
慮
し
な
い

「
自
動
化
・
機
械
化
」に
反
対

す
る部

会
内
に
設
置
し
た
「
仕
事

の
未
来
と
技
術
革
新
作
業
グ
ル

ー
プ
」
は
、
こ
の
問
題
へ
の
対

応
に
関
す
る
「
ツ
ー
ル
キ
ッ
ト

（
対
策
方
針
）
を
最
新
化
す
る

作
業
と
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）

や
5
Ｇ
が
港
湾
産
業
に
及
ぼ
す

影
響
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｌ
Ａ
（
米

東
岸
労
組
）
と
Ｉ
Ｌ
Ｗ
Ｕ
（
米

西
岸
労
組
）
か
ら
の
具
体
的
な

提
案
も
ふ
ま
え
て
、
バ
ル
セ
ロ

ナ
大
学
の
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
・
チ

ー
ム
と
も
共
同
研
修
を
し
て
い

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

一
方
、
共
同
研
究
と
そ
の
結

果
の
共
有
は
い
い
が
、
「
自
動

か
は
必
ず
し
も
生
産
性
の
向
上

に
結
び
付
か
ず
、
人
間
が
い
ら

な
く
な
る
こ
と
が
問
題
だ
」
、

「
労
働
者
の
権
利
も
侵
害
す
る

し
、
時
に
は
組
合
つ
ぶ
し
に
使

わ
れ
て
い
る
」
と
の
厳
し
い
現

場
の
意
見
が
続
い
た
。
今
後
の

対
応
方
針
で
は
、
「
人
権
と
の

関
係
で
の
懸
念
の
払
拭
」、「
雇

用
が
な
く
な
る
こ
と
、
失
業
の

脅
威
」
を
中
心
課
題
と
す
べ
き

と
の
方
向
で
進
め
る
こ
と
を
確

認
し
た
。

Ｇ
Ｎ
Ｔ
の
横
暴
を
許
し
て
は

な
ら
な
い

組
織
化
と
組
合
強
化
・

国
際
連
帯
が
強
調
さ
れ
る

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
全
体

は
、
ハ
ッ
チ
ソ
ン
や
ド
バ
イ
ポ

ー
ツ
な
ど
Ｇ
Ｎ
Ｔ
（
国
際
港
湾

企
業
）
が
事
実
上
支
配
・
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
を
握
り
、
組
合
自

治
権
の
否
定
、
組
合
弾
圧
（
組

合
潰
し
）
な
ど
横
暴
な
振
る
舞

い
が
続
い
て
い
る
。

と
り
わ
け
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｓ
Ｉ（
フ

ィ
リ
ピ
ン
資
本
の
国
際
港
運
企

業
）
は
、
世
界
中
の
労
働
組
合

や
Ｉ
Ｔ
Ｆ
と
の
対
話
に
つ
い
て

非
妥
協
的
態
度
を
貫
い
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｓ

Ｉ
は
Ｉ
Ｔ
Ｆ
全
体
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
に
す
べ
き
で
、
Ａ
Ｐ
Ｍ
・

Ｐ
Ｓ
Ａ
・
Ｄ
Ｐ
Ｗ
・
ハ
ッ
チ
ソ

ン
を
含
め
五
大
Ｇ
Ｎ
Ｔ
に
対
す

る
国
際
枠
組
み
協
定
の
締
結
を

促
進
さ
せ
る
こ
と
が
大
事
で
あ

る
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
Ｇ
Ｎ
Ｔ

の
配
置
と
組
合
の
有
無
、
Ｉ
Ｔ

Ｆ
加
盟
組
合
の
存
在
な
ど
の
調

査
も
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｓ
Ｉ
は
、
Ｉ

Ｌ
Ｗ
Ｕ
（
米
西
岸
労
組
）
に
は

9
、
3
6
0
万
ド
ル
の
賠
償
請

求
、
Ｍ
Ｕ
Ａ
（
豪
州
港
湾
船
員

組
合
）
に
も
巨
大
な
賠
償
請
求

を
行
い
組
合
の
「
倒
産
」
を
企

図
し
て
お
り
、
こ
の
賠
償
を
取

り
下
げ
さ
せ
る
べ
き
で
、
横
暴

を
許
さ
ず
、
財
政
的
支
援
も
検

討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
時

に
、
豪
州
の
ビ
ク
ト
リ
ア
州
国

際
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
Ｖ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
は
、
Ｐ
Ｏ
Ｃ
と
し
て

認
定
し
て
港
湾
労
働
者
へ
の
圧

力
に
対
抗
し
て
お
り
、
こ
の
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
関
係
の
活
動

に
港
湾
部
会
が
参
加
す
る
こ
と

を
支
持
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ア
フ
リ
カ
地
域
の
多
く
の
国

で
ボ
ロ
レ
社
が
事
業
展
開
し
、

全
く
組
合
を
否
定
す
る
ボ
レ
ロ

社
も
あ
り
、
ボ
ロ
レ
運
輸
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
社
と
多
国
籍
企
業

協
約
（
Ｔ
Ｃ
Ａ
）
締
結
の
可
能

性
を
探
り
、
戦
略
を
検
討
し
て

い
る
報
告
さ
れ
た
。
ボ
ロ
レ
は

ア
フ
リ
カ
西
岸
域
で
三
〇
〇
年

の
歴
史
を
持
つ
フ
ラ
ン
ス
の
影

響
の
大
き
い
企
業
で
、
組
織
率

は
30
％
、
六
万
人
の
未
組
織
労

働
者
が
い
る
。
組
合
を
組
織
す

る
に
は
、
労
働
者
の
75
％
＋
一

名
の
要
件
が
必
要
で
、
カ
メ
ル

ー
ン
港
湾
労
組
（
Ｓ
Ｙ
Ｎ
Ａ
Ｌ

Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ａ
Ｃ
）
は
、
ド
ゥ
ア
ラ

港
で
ボ
ロ
レ
社
と
労
使
紛
争
中

で
、
こ
の
取
り
組
み
の
支
援
を

確
認
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
を
考
慮
し
世
界

大
会
の
延
期
を
確
認

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
関
す
る
見
通
し
が
当
面

不
確
実
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各

種
総
会
の
サ
イ
ク
ル
と
世
界
大

会
の
日
程
を
見
直
す
必
要
が
出

て
き
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

各
総
会
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
決

定
は
、
全
世
界
が
偏
り
な
く
コ

ロ
ナ
禍
か
ら
回
復
す
る
時
期
を

考
慮
し
て
な
さ
れ
る
べ
き
と
の

執
行
委
員
会
の
勧
告
に
つ
い
て

討
議
し
た
。
現
状
で
は
、
二
三

年
に
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
に

は
限
界
が
あ
る
と
の
認
識
で
一

致
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
世
界
大
会
は

開
催
時
期
を
一
年
延
期
し
、
二

〇
二
四
年
に
モ
ロ
ッ
コ
の
マ
ラ

ケ
シ
ュ
で
行
う
こ
と
と
し
、
本

年
九
月
に
バ
ー
チ
ャ
ル
会
議
で

世
界
大
会
を
開
催
し
、
こ
れ
を

決
定
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

Ｉ
Ｔ
Ｆ
（
国
際
運
輸
労
連
）
は
、
五
月
十
七
〜
十
八
日
に
港
湾
部
会
（
運
営
委
員
会
）
を
開
催
し
た
。
会
議
は
ロ
ン
ド
ン

（
本
部
／
書
記
局
）
と
バ
ー
チ
ャ
ル
で
参
加
す
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
行
わ
れ
た
（
日
本
時
間
：
同
日
十
八
〜
二
十
一
時

三
十
分
）
。
会
議
に
は
、
部
会
委
員
で
あ
る
柏
木
委
員
長
と
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
玉
田
書
記
長
が
参
加
し
た
。

会
議
で
は
、
仲
間
の
命
と
安
全
を
確
保
す
る
コ
ロ
ナ
禍
対
策
、
世
界
で
展
開
す
る
自
動
化
・
機
械
化
に
対
す
る
雇
用
確
保
、

Ｇ
Ｎ
Ｔ
（
国
際
港
運
企
業
）
の
組
合
攻
撃
へ
の
対
策
を
検
討
し
意
思
統
一
し
た
。

Ｉ
Ｔ
Ｆ
（
国
際
運
輸
労
連
）
は
、
五
月
二
十
〜
二
十
一
日
に
公
正
慣
行
委
員
会
（
運
営
委
員
会
）
を
開
催
し
た
。
会
議
は
、

港
湾
部
会
と
同
様
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
行
わ
れ
た
（
日
本
時
間
：
両
日
と
も
十
八
〜
二
十
一
時
三
十
分
）
。
会
議
に
は
、

委
員
で
あ
る
玉
田
書
記
長
と
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
柏
木
委
員
長
が
参
加
し
た
。

会
議
で
は
、
船
員
と
港
湾
の
連
帯
、
「
ラ
ッ
シ
ン
グ
は
港
湾
労
働
者
の
仕
事
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
、
Ｆ
Ｏ
Ｃ
（
便
宜
置
籍
船
）

／
Ｐ
Ｏ
Ｃ
（
便
宜
港
湾
）
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
強
化
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
、
意
思
統
一
を
行
っ
た
。

Ｉ
Ｔ
Ｆ
協
約
の
改
定
に

向
け
た
意
思
統
一

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
船
員
の

福
利
、
安
全
、
本
国
送
還
、
船

員
交
代
、
船
舶
管
理
と
事
務
処

理
面
な
ど
で
、
Ｉ
Ｂ
Ｆ
（
国
際

労
使
協
議
）
に
影
響
し
て
い
る

こ
と
へ
の
懸
念
の
発
言
が
相
次

い
だ
。
船
主
か
ら
、
二
〇
二
一

年
に
予
定
し
て
い
る
協
定
交
渉

延
期
が
申
し
入
れ
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
の
間
に
労
働

条
件
の
改
定
が
行
わ
れ
な
い

（
維
持
に
留
ま
る
）
こ
と
は
問

題
が
あ
り
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形

式
を
と
っ
て
も
、
二
〇
二
一
年

九
月
に
必
ず
交
渉
に
踏
み
込
ん

で
い
く
考
え
を
確
認
し
た
。
そ

の
交
渉
結
果
は
、
十
一
月
の
本

委
員
会
で
報
告
を
受
け
る
こ
と

と
な
っ
た
。

ま
た
、
現
行
の
Ｉ
Ｔ
Ｆ
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
・
ト
ー
タ
ル
・
ク
ル

ー
コ
ス
ト
（
Ｔ
Ｃ
Ｃ
）
協
約
の

賃
金
表
の
決
定
を
延
長
し
二
〇

二
一
年
、
秋
の
次
回
会
議
で
決

定
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

Ｆ
Ｏ
Ｃ
・
Ｐ
Ｏ
Ｃ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

保
険
を
か
け
ず
に
運
航

さ
れ
る
船
舶
が
多
数
あ
る

公
正
慣
行
委
員
会
運
営
委
員

会
は
、
二
〇
一
九
年
十
一
月
の

会
議
で
、
ク
ッ
ク
諸
島
、
パ
ラ

オ
、
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
の
国
際
船

舶
登
録
を
便
宜
置
籍
と
見
な
す

よ
う
公
正
慣
行
委
員
会
（
Ｆ
Ｐ

Ｃ
）
に
勧
告
し
、
こ
れ
を
承
認

し
た
。
一
方
、
Ｉ
Ｔ
Ｆ
ア
フ
リ

カ
地
域
事
務
所
の
調
査
で
、
ト

ー
ゴ
籍
が
関
係
す
る
船
舶
遺
棄

の
ケ
ー
ス
が
六
件
発
生
し
て
い

た
。
ま
た
、
ト
ー
ゴ
籍
の
運
航

船
約
二
六
四
隻
が
保
険
の
適
用

を
受
け
ず
、
ま
た
無
保
険
で
運

航
さ
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
、

ト
ー
ゴ
の
加
盟
組
合
と
の
協
議

が
継
続
し
て
い
る
。
こ
の
問
題

は
、
「
便
宜
の
海
、
地
中
海
」

に
関
す
る
大
会
決
議
の
実
施
計

画
の
一
環
と
し
て
対
応
し
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
た
。

ニ
セ
の
マ
ン
ニ
ン
グ
会
社

の
乱
立

タ
ン
ザ
ニ
ア
、カ
メ
ル
ー
ン
、

セ
ン
ト
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ネ

ー
ビ
ス
で
ニ
セ
の
マ
ン
ニ
ン
グ

会
社
が
巧
妙
に
ア
プ
リ
を
使
っ

て
船
員
を
集
め
、
予
定
し
て
い

な
い
船
舶
に
乗
務
さ
せ
る
企
業

が
2
0
0
0
社
も
あ
る
と
言
わ

れ
、
こ
れ
ら
を
、
良
い
会
社（
グ

リ
ー
ン
リ
ス
ト
）
、
危
険
な
会

社
（
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
）
、
悪
い

会
社
（
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
）
と

し
て
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
、
社

会
問
題
化
し
て
い
く
取
り
組
み

を
承
認
し
た
。

そ
の
た
め
に
、
ト
ー
ゴ
国
際

船
舶
登
録
を
Ｆ
Ｏ
Ｃ
（
便
宜
置

籍
）
と
宣
言
す
る
よ
う
Ｆ
Ｐ
Ｃ

に
勧
告
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

マ
ン
ニ
ン
グ
会
社
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
船
員
が
海
上
労
働

条
約
（
Ｍ
Ｌ
Ｃ
）
の
も
と
に
自

ら
が
有
す
る
権
利
に
関
す
る
情

報
や
、
現
在
発
生
し
て
い
る
斡

旋
詐
欺
や
悪
徳
配
乗
代
理
店
の

情
報
、
Ｉ
Ｔ
Ｆ
が
作
成
し
た
マ

ン
ニ
ン
グ
会
社
の
評
価
な
ど
を

問
い
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

照
会
窓
口
を
提
供
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
活
動
す
る
こ
と
を
申

し
合
わ
せ
た
。

バ
イ
デ
ン
米

政
権
が
四
月
、

法
人
税
の
増
税

や
多
国
籍
企
業

へ
の
課
税
強
化

を
柱
と
す
る
税

制
改
革
方
針
を

発
表
し
た
▼
世
界
各
国
は
海
外

か
ら
企
業
を
誘
致
す
る
こ
と

や
、
自
国
企
業
を
国
内
に
と
ど

め
続
け
る
た
め
に
、
法
人
税
を

下
げ
続
け
る『
底
辺
へ
の
競
争
』

を
激
化
さ
せ
て
き
た
。
そ
の
結

果
、
多
く
の
国
々
で
税
収
が
落

ち
込
ん
で
財
政
不
足
を
招
い

た
。
そ
こ
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
で
財
政
は
火
の

車
。
バ
イ
デ
ン
政
権
は
つ
い
に

法
人
税
増
税
に
舵
を
切
っ
た
。

し
か
し
、
国
内
で
増
税
す
る
だ

け
で
は
、
企
業
は
タ
ッ
ク
ス
ヘ

イ
ブ
ン
な
ど
低
税
率
や
ゼ
ロ
税

率
の
国
へ
逃
げ
て
し
ま
う
。
そ

こ
で
今
回
、
世
界
的
に
税
逃
れ

を
許
さ
な
い
た
め
の
仕
組
み
も

併
せ
て
提
起
し
た
。
そ
の
一
つ

が
、各
国
共
通
の
最
低
税
率（
法

人
税
）
を
一
律
に
設
定
す
る
こ

と
だ
。
さ
ら
に
、
デ
ジ
タ
ル
課

税
の
対
象
を
拡
大
し
、
多
国
籍

企
業
全
体
へ
の
課
税
を
強
化
す

る
手
法
も
盛
り
込
ん
だ
▼
日
本

も
米
国
に
合
わ
せ
て
法
人
税
率

を
下
げ
た
こ
と
が
一
因
で
、
財

政
に
苦
し
ん
で
い
る
。
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
対
策
も
思
う
に

任
せ
な
い
態
で
あ
る
。し
か
し
、

こ
れ
以
上
、
消
費
税
を
上
げ
る

の
は
困
難
で
あ
る
。
米
国
に
な

ら
っ
て
法
人
税
を
上
げ
る
か
、

デ
ジ
タ
ル
課
税
な
ど
に
賛
同
す

る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
先
行

き
が
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
の

下
、
必
要
な
財
源
を
確
保
す
る

た
め
の
方
策
を
真
剣
に
考
え
る

時
が
来
た
と
思
う
。

ITF（
国
際
運
輸
労
連
）が
港
湾
部
会
を
開
催

ITF（
国
際
運
輸
労
連
）が
港
湾
部
会
を
開
催

E-Mail : nfduj@zenkoku-kowan.jp

―
コ
ロ
ナ
禍
・
自
動
化
・
Ｇ
Ｎ
Ｔ

の
横
暴
へ
の
対
抗
措
置
で
意
思
統
一

―
コ
ロ
ナ
禍
・
自
動
化
・
Ｇ
Ｎ
Ｔ

の
横
暴
へ
の
対
抗
措
置
で
意
思
統
一

NATIONAL FEDERATION OF DOCKWORKERS UNIONS OF JAPAN
（ZENKOKU‐KOWAN）

ITF
公
正
慣
行
委
員
会

ITF
公
正
慣
行
委
員
会

―
船
員
と
港
湾
の
連
帯

Ｆ
Ｏ
Ｃ
／
Ｐ
Ｏ
Ｃ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
飛
躍
へ
―

―
船
員
と
港
湾
の
連
帯

Ｆ
Ｏ
Ｃ
／
Ｐ
Ｏ
Ｃ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
飛
躍
へ
―

２０２１年６月１５日 第３３９号
（毎月1回15日発行・平成7年8月18日第三種郵便物認可）

全 国 港 湾 労 働 組 合 連 合 会
〒144-0052 東京都大田区蒲田5‐10‐2

日港福会館1F
電 話：03―3733―2561
ＦＡＸ：03―3733―2627

発行人：玉田雅也
定価：30円（組合費に含む）

〈発 行 所〉


